第45回　施設処遇検討会議　議事録

H22.3.22　13:30～15:30

青山荘交流室

出席者：秋山S.G.M・須々田珠実・小笠原嘉紀・馬渕豊子・兵藤拓明・上平ユリ子・木村春子　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・中村文洋・末政絵美・三浦とし子・福士一・

長谷部S.G.M・竹内一貴)　　　　　　

記　録：木村　春子

議題

１：坂本　光弘様（青明舎登録者）の処遇について

２：小笠原　富治様（清風荘入所者）の処遇について

３：加藤　貴子様　(青山荘入所者)の処遇について

１：坂本　光弘様（青明舎登録者）の処遇について

病名：統合失調症

＜問題点・介入方法＞

①　外部からのストレスを受けやすく、苛立ちや気分の落ち込みがある。

　　→日常生活で受けたストレスについて話を傾聴する事や、アドバイスする事によって軽減を図る。

②　他者と良好な人間関係を構築する事が出来ず、安定した就労生活を送ることが困難である。

　　→苦手とする対人交流の場面の対応方法について、一緒に検討する。

③　父親からの暴力を受ける事があり、安全な環境を確保する事が必要である。

　　→同居している父親が、自分や家族に対して暴言、暴力を振るうという行為がある為、早く一人暮らししたいという思いがある。現在は経済的にも難しい為、就労して収入を得てからアパートを借りる予定である。一時的に避難する場所として、アセンドハウスの短期入所サービスを、利用する予定であり、自立支援サービスの認定を受けている。

＜評価＞

・本人が就労を希望しているが、今の状況での一般就労は難しく、うみねこ幸房に登録して仕事をしてみて、訓練をしてから考えるよう勧める。話し相手となり家族の状況も詳しく聞きだし、また、

みちのく病院とも連携して情報収集を行っていく。家族構成では父親が障害に対して無知であり、生活環境を整える必要がある。

２：小笠原　富治様　（清風荘入所者）の処遇について
病名：統合失調症　

＜問題点・介入方法＞

①　個人での社会参加が出来ない。

　・一人でバスを使用できない

・一人で買い物へ行ったり、娯楽施設を利用できない。

→・小グループを組んで他者との交流の機会や外出等の機会を多く設定し、コミュニケーション技術も視野に入れながら生活の幅を広げられるよう支援していく。

→・外出の楽しみ方が分からない為、個別で市内に同行し、交通機関等の利用方法や大型店での購入方法を学習して社会資源を単身でも行動できるよう支援する。

・映画に興味を持っている事から映画の新作情報が出たら話題を提供する。

・本人の能力を見極めながら出来る所からの目標設定を行い、達成できた喜びを持ちながら生活によりハリと広がりを持ってもらう。

②　集団生活の行動について

　　・施設のルールを守れない。

・洗面所の使用時間が守れない

→・使用時間以外に使用することで他者に迷惑がかかっていることをその都度本人へ指導し、施設の中で集団生活を行なっている自覚を持っていただく。

③　体調管理について

　・再発防止（胃潰瘍）

→・食事摂取量や体重の増減、バイタル等の体調確認をしていく。

・八戸赤十字病院で定期受診を実施し、経過を観察していく。

・腰痛

→・自室で座ったままの姿勢で居眠りをして腰に負担をかけてしまうことを説明していく。

・健康プログラムを通して年齢にあわせた運動を提供し、身体機能の低下を防ぐ。

<評価>

・スタッフの声掛けにより、宮城県美術館へ出掛け、｢新幹線に始めて乗った嬉しかった｡また乗り

たい。｣と感想を話される事もあり、本人へ娯楽を楽しむよう声掛けしていく。

本人の能力を見極めながら出来る所からの目標設定を行い、達成できた喜びを持ちながら生活によりハリと広がりを持ってもらう。高齢のため今後、身体的不調の訴えが出てくることが予想されるため、本人の様子を観察していく。

３：加藤　貴子様　(青山荘入所者)の処遇について

病名：統合失調症　　

＜問題点・介入方法＞

①　施設内行動

　・自室の整理

→・病状の悪い時は自室にあるはずのローションや小銭いれなど無くしたという訴えが聞かれる。

一緒に探す事で見つかるが、他の小物と混ぜ込んでしまう事や置き場所が一定でない事もある為、定期的に整理する。

　・対人交流

→・生活歴から家事全般に関して経験や知識もある為、他者との話題提供から過干渉になり、折り合いが難しい時もある。焦点を絞り説明し、自他の関係性を整理して会話するよう促す。

②健康維持

　・服薬調整

→・服薬は9/4入所以来、症状に応じて微調整がされてきた。2/26定期外来受診時に処方された内容が現段階で体調安定につながり穏やかに経過している。活動性の緩慢さが見られるため声掛けと促しを継続する。

　・体重管理

→・入所時（50.4kg）⇒3/18（54.2kg）から見て4.2kg増えている。本人様自覚されていて間食は

2月下旬まではあるが3月はない。体重管理と軽い室内ストレッチを勧めることで改善をはかり、健康維持を保つ。

③社会資源利用・活動

　・余暇
→・カラオケ・刺し子・マスコット作りを好み自発的に行えるので楽しみと生活のメリハリを維持する為の支援継続とする。

→・外出希望される事がある。バス利用で3時間程度なら体力的にも楽しみとしてできる為、設定す

る。

<評価>

・現在、重度医療・自立支援医療は受けているが、障害者手帳や、年金申請については御家族の拒否があり、手続きは行っていない。今後、御家族の障害に対する理解を得るように介入する必要がある。　青山荘退所後は自宅に帰る予定となっている為、対人関係の改善・社会常識・生活リズム等の改善を図り、家族のもとで生活できるようにする。






